
31
THE HOPPO JOURNAL 2022. 7 .

30
THE HOPPO JOURNAL2022. 7 .

■〝核のゴミ〟レポートPART32　

子
力
機
構
が
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
下
請
け
に
な
っ

て
研
究
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
」

「
技
術
者
や
研
究
者
の
育
成
な
ど
を
目
的

に
す
れ
ば
、
施
設
の
利
用
は
長
期
に
な
り
、

２
０
２
８
年
度
で
幌
延
の
研
究
を
終
了
さ

せ
、
施
設
の
解
体
・
埋
め
戻
し
を
す
る
気

が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
？
」

「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
は

３
者
協
定
に
抵
触
し
ま
す
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が

主
催
す
る『
寿
都
町
・
神
恵
内
村
な
ど
の

セ
ン
タ
ー
訪
問
・
見
学
』も
抵
触
す
る
」

「
現
場
確
認
な
ど
で（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
幌
延

の
）研
究
所
内
に
立
ち
入
る
可
能
性
も
あ

る
と
の
こ
と
。
処
分
実
施
主
体
が
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
き
た
、
幌
延
深
地
層
研
究

所
の
成
り
立
ち
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
ど
う
考
え
る
の
か
？
」

　

新
た
な
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か

け
に
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た「
処
分
研
究
」と

「
処
分
事
業
」の
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
、
北

海
道
が
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
と
し
て
狙
わ
れ

続
け
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
に
じ
む
。

　

機
構
側
が
会
議
に
示
し
た「
回
答
」は
、

「
貸
与
と
は
、
一
般
的
に
相
手
に
貸
し
与

え
使
用
さ
せ
る
こ
と
」と
述
べ
た
上
で
、

　

①
必
要
な
現
場
確
認
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
す
る
議
論
、
打
ち
合
せ
を
行
な
う
こ

と
は
あ
る
が
、
現
場
作
業
の
予
定
は
な
い

　

②
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
施
設
見
学
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
３
者
協
定
に
反
し
な
い

　

③
協
定
を
遵
守
し
、
原
子
力
機
構
の
責

任
に
お
い
て
施
設
を
運
営
・
管
理
す
る

　

と
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
く
り
返
す
。

　

道
は
、
道
民
の
声
を
ま
と
め
て
機
構
側

に
質
す
だ
け
で
、
自
ら
の
意
思
を
示
そ
う

と
し
な
い
。
道
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
５
人
の

「
専
門
有
識
者
」も
、
技
術
的
な
質
問
や
機

構
側
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
対
す
る
助
言
は
し
て

も
、
道
民
の
意
見
に
寄
り
添
う
発
言
は
な

か
っ
た
。
ま
る
で
原
子
力
機
構
の
計
画
を

追
認
す
る
た
め
の
確
認
会
議
の
よ
う
だ
。

　

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
原
子
力
機
構

の
研
究
に
相
乗
り
す
る
形
で
、「
物
質
移
行

試
験
」「
処
分
概
念
オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証
」

「
実
規
模
の
人
工
バ
リ
ア
を
解
体
し
、デ
ー

タ
を
取
得
す
る
試
験
」の
３
つ
を
実
施
す

る
も
の
。
現
在
、
７
つ
の
国
と
地
域
か
ら

９
機
関
が
応
募
し
て
お
り
、
６
月
中
旬
に

第
３
回
の
準
備
会
合
が
開
か
れ
る
と
い
う
。

原
子
力
機
構
は
本
年
度
後
期
の
契
約
締
結

を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
過
去

に
海
外
の
研
究
機
関
な
ど
と
の
共
同
研
究

を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
は
核
の
ゴ
ミ

処
分
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

が
初
め
て
参
入
す
る
計
画
。
原
子
力
機
構

自
身
も「
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
取
り
組

み
と
大
き
く
異
な
る
」と
認
め
る
。

　

そ
こ
で
、
幌
延
で
の
処
分
研
究
に
Ｎ
Ｕ

Ｍ
Ｏ
の
参
入
を
認
め
て
い
い
の
か
ど
う
か
、

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
２
０
０
０
年
秋
、

当
時
の
堀
達
也
知
事
が
立
地
受
け
入
れ
と

引
き
換
え
に
交
わ
し
た
３
者
協
定
。
第
３

条
に
は
、「
深
地
層
の
研
究
所
を
放
射
性
廃

棄
物
の
最
終
処
分
を
行
う
実
施
主
体（
注

＝
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
こ
と
）へ
譲
渡
し
、
又
は

貸
与
し
な
い
」と
明
記
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
協
定
書
の「
確
認
書
」で
は
、
こ

の
条
文
を
補
強
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う

に
念
押
し
し
て
い
る
。

「（
協
定
）第
３
条
の『
深
地
層
の
研
究
所
』

と
は
、
地
上
施
設
と
地
下
施
設
の
両
方
を

指
し
、
施
設
と
一
体
化
し
た
設
備
も
含
む

も
の
と
す
る
」

　

つ
ま
り
、
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
に
あ
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最
終
処
分
事
業
と
一
体
化
す
る「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」そ
の
２

　

最
終
処
分
事
業
と
一
体
化
す
る「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」そ
の
２

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
以
下
、
原
子
力
機
構
）が
２
０
２
２
年
度
中
に
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
で
新
た
に
始
め
る「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
こ
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環

境
整
備
機
構
）が
参
入
す
る
問
題
を
め
ぐ
り
、
道
と
幌
延
町
が
主
催
す
る
確
認
会
議
の
場
で
質
疑
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
道
の
質
問
募
集
に
応
じ
た
道
民
か
ら
は
、「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し

て
き
た
研
究
所
の
成
り
立
ち
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
？
」な
ど
危
惧
す
る
声

が
多
い
。
会
議
を
仕
切
る
道
の
姿
勢
に
は
曖
昧
さ
が
目
立
ち
、
こ
の
ま
ま
で
は
本
道
が
最
終
処
分

事
業
の
泥
沼
に
は
ま
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
現
状
を
伝
え
つ
つ
札
幌
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
よ
る
核
ゴ
ミ
問
題
の
市
民
講
座
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。　

 

（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

待
つ
の
は
処
分
事
業
の
泥
沼
？

待
つ
の
は
処
分
事
業
の
泥
沼
？

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
に
危
機
感
を
示
す

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
に
危
機
感
を
示
す

道
民
に
寄
り
添
わ
な
い
確
認
会
議

道
民
に
寄
り
添
わ
な
い
確
認
会
議

5 月 24 日、札幌市内で開かれた第２回の「確認会議」。道民から5 月 24 日、札幌市内で開かれた第２回の「確認会議」。道民から
寄せられた質問に対する原子力機構の「回答」などが示されたが、寄せられた質問に対する原子力機構の「回答」などが示されたが、
主催者の道は自らの見解を語らず、「専門有識者」からは道民の声主催者の道は自らの見解を語らず、「専門有識者」からは道民の声
に寄り添う発言は何もなかったに寄り添う発言は何もなかった

　

２
０
０
０
年
に
道
と
幌
延
町
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
開
発
機
構（
現
・
原
子
力
機
構
）

の
３
者
が
締
結
し
た
、「
幌
延
町
に
お
け
る

深
地
層
の
研
究
に
関
す
る
協
定
」（
以
下
、

３
者
協
定
）の
履
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
確
認
会
議
。
５
月
24
日
、
22
年
度
の
第

２
回
会
議
が
札
幌
市
内
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
会
議
に
先
立
ち
、
道
が
本
年
度
の

研
究
計
画
に
対
す
る
質
問
を
道
民
か
ら
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
35
人（
う
ち
道
外
１
人
）

か
ら
96
項
目
の
質
問
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
参
入
す
る「
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
関
わ
る
も
の
が
多
い
。

　

い
く
つ
か
の
声
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

「
国
立
ち
会
い
の
下
で
締
結
さ
れ
た
協
定

で
は
、
幌
延
の
計
画
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
参

加
さ
せ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は（
研
究
内
容
の
）計
画
立
案
、

デ
ー
タ
整
理
、
モ
デ
ル
化
・
解
析
、
試
験

結
果
の
評
価
を
行
な
い
、『
施
設
の
貸
与
は

な
い
』と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
原

新
た
な
研
究
に
道
民
か
ら
危
惧
の
声

自
ら
の
意
思
を
示
さ
な
い
北
海
道
庁

地
上
・
地
下
施
設
と
も
貸
与
は
ダ
メ

協
定
の
内
容
に
忠
実
な
検
証
が
急
務

幌延深地層研究センターの地下坑道では〝核のゴミ〟地層処分に向け、処
分技術の実証試験などが続く

「確認会議」を仕切る水口伸生座
長（道経済部環境・エネルギー
局長）
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「文献調査」をきっかけに進む町民同士の分断の解決策にも
言及した「遊」の核ゴミ講座（５月 18 日）

道の「立地受け入れ」を前に、知事室前に座り込みアピールする道北の住民たち（2000 年 8 月）

る
地
下
数
百
メ
ー
ト
ル
の
試
験
坑
道
の
み

な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
建
物
や
設
備
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
譲
渡
・
貸
与
す
る
こ
と

を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
原
子
力
機
構
は
、
幌
延
の
施
設

で「（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
関
係
者
と
も
）必
要
な
現

場
確
認
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
議
論
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
な
う
こ
と
は
あ
る
」と

述
べ
て
い
る
。
機
構
側
に
よ
る
貸
与
の
定

義「
相
手
に
貸
し
与
え
使
用
さ
せ
る
こ
と
」

に
従
う
と
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
関
係
者
が
建
物
な

ど
を
利
用
す
る
だ
け
で
も
、
協
定
に
反
す

る
と
も
解
釈
で
き
る
。

　

幌
延“
核
の
ゴ
ミ
”処
分
研
究
を
検
証
す

る
会（
家
倉
博
代
表
）は
６
月
３
日
、
鈴
木

直
道
知
事
に
あ
て
た
要
請
書
を
提
出
し
、

協
定
書
や
確
認
書
の
規
定
を
引
用
す
る
形

で
、
こ
う
指
摘
し
た
。

　

①
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
の
施
設
と
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
、

具
体
的
に
は
会
議
室
な
ど
を
利
用
す
る
こ

と
、
敷
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
の
全
て
が

協
定
に
抵
触
す
る

　

②
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
寿
都
町
と
神
恵
内
村
で

実
施
中
の「
対
話
の
場
」関
係
者
の
同
セ
ン

タ
ー
訪
問
・
見
学
な
ど
も
同
様
で
あ
る

　

③
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
に
よ
り
、
幌
延
で
の

研
究
が
処
分
地
の
適
性
を
見
定
め
る
研
究

と
な
り
、
本
来
の
目
的
で
あ
る「
基
盤
的

な
研
究
」か
ら
逸
脱
す
る

　

今
後
開
催
さ
れ
る
確
認
会
議
の
中
で
、

こ
う
し
た
道
民
の
危
惧
に
き
ち
ん
と
向
き

合
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
ど
う
か
─
─
道

側
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
８
５
年
冬
、
幌
延
町

と
天
塩
町
、
豊
富
町
、
中
川

町
、
稚
内
市
、
名
寄
市
の
住

民
団
体
な
ど
が
集
ま
り
、「
核

廃
棄
物
施
設
の
誘
致
に
反
対

す
る
道
北
連
絡
協
議
会
」が

誕
生
し
た
。
当
時
、
名
寄
の

市
民
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て

い
た
筆
者
は
、
同
協
議
会
の

設
立
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で

も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
40
年

近
い
歳
月
が
流
れ
、
第
一
世

代
の
住
民
た
ち
の
多
く
が
他

界
し
、
参
加
団
体
も
減
っ
て

い
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
で
今
春
、
再
建

に
向
け
た
議
論
が
進
み
、
豊

富
と
稚
内
、
浜
頓
別
の
住
民

団
体
＋
道
北
各
地
の
個
人
参

加
者
に
よ
っ
て
再
出
発
。
豊

富
町
の
山
路
弦
太
さ
ん
ら
３

人
が
新
た
な
共
同
代
表
を
務
め
る
。

　

同
協
議
会
は
当
面
、
幌
延
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
の
処
分
研
究
へ
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参

入
に
抗
す
る
看
板
を
道
北
各
地
に
設
置
し
、

運
動
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
後
志
管
内
で
の
核
ゴ
ミ

事
前
調
査
の
動
き
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
幌

延
視
察
な
ど
に
対
す
る
道
の
姿
勢
も
質
し

て
い
く
、
と
い
う
。

　

豊
富
在
住
の
同
協
議
会
の
前
代
表
・
久

世
薫
嗣
さ
ん
が
、
こ
う
力
を
込
め
る
。

「
幌
延
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
参
入
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
、
道
は
き
び
し
い
姿
勢
で

臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
鈴
木
知
事

が（
最
終
処
分
地
選
定
に
向
け
た
）概
要
調

査
に
反
対
す
る
き
ち
ん
と
し
た
姿
勢
を

持
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の

対
応
を
守
り
続
け
て
ほ
し
い
。
今
後
は
、

経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
に
対
し
て

も
、『
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
対
し
、
き
ち
ん
と
指
導

を
！
』と
要
請
し
て
い
き
た
い
」

　

先
月
号
で
筆
者
は
、「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
は

『
処
分
研
究
』と『
処
分
場
の
事
業
』の
垣
根

を
取
り
払
う
端
緒
に
な
り
か
ね
な
い
」と

書
い
た
。
原
子
力
機
構
は
近
年
、「
９
年
程

度
の
研
究
期
間
延
長
」（
19
～
20
年
）、「
５

０
０
メ
ー
ト
ル
試
験
坑
道
の
掘
削
」（
21

年
）と
矢
継
ぎ
早
に
新
た
な
計
画
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
年
を
追
っ
て
監
視
役
の
道

の
姿
勢
は
曖
昧
に
な
り
、
一
般
道
民
の
関

心
も
そ
う
高
く
な
い
。
一
方
で
、「
文
献
調

査
」着
手
で
道
内
に
足
場
を
確
保
し
た
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
、
あ
の
手
こ
の
手
の
浸
透
作
戦

を
図
る
…
。
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が“
蟻

の
一
穴
”と
な
り
、
処
分
事
業
の
泥
沼
に

引
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
道
民
の
覚
醒
が

求
め
ら
れ
る
。

　

北
海
道
の“
核
の
ゴ
ミ
”処
分
問
題
の

「
過
去
・
現
在
・
未
来
」を
考
え
る
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」主
催
の

連
続
講
座（
第
２
期
）が
５
月
か
ら
始
ま
っ

た
。
寿
都
町
と
神
恵
内
村
で
進
む「
文
献

調
査
」を
め
ぐ
る
動
き
や
幌
延
問
題
に
つ

い
て
、
地
元
住
民
や
研
究
者
ら
の
話
を
通

し
て
深
堀
り
し
て
い
く
こ
と
が
開
催
の
目

的
。「
遊
」の
会
員
で
も
あ
る
筆
者
は
昨
年

来
、
こ
の
講
座
を
企
画
・
運
営
し
て
き
た
。

第
２
期
は
５
月
か
ら
９
月
ま
で
、
第
３
水

曜
日
夜
に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
併

用
で
開
催
し
て
い
る
。※

　

５
月
18
日
に
開
い
た
第
１
回
講
座
の

テ
ー
マ
は「『
文
献
調
査
』に
抗
し
て
～
寿

都
町
か
ら
」。
講
師
は
、
昨
年
10
月
の
寿

都
町
長
選
で
現
職
の
片
岡
春
雄
氏
に
惜
敗

し
た
、
前
町
議
の
越
前
谷
由
樹
さ
ん
。
札

幌
圏
の
市
民
を
中
心
に
、
道
内
外
か
ら
40

人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

「
町
長
選
後
、
町
内
で
は
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
と
町

役
場
と
の
協
働
で『
対
話
の
場
』な
ど
が
続

い
て
お
り
、
核
の
ゴ
ミ
処
分
場
と
し
て
狙

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
中
に
は
、『
国
か
ら（
核
ゴ
ミ
関
連

の
）交
付
金
を
も
ら
っ
て
も
、
い
つ
で
も

調
査
を
止
め
ら
れ
る
』と
思
っ
て
い
る
人

も
多
い
。
で
も
、（
次
の
概
要
調
査
に
）手

を
挙
げ
る
と
後
戻
り
で
き
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
」（
越
前
谷
さ
ん
）

　

と
、
最
近
の
町
内
の
風
潮
に
対
す
る
危

道
北
の
住
民
団
体
が
活
動
を
強
化

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
に
抗
す
る
看
板
も

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

機
感
を
示
し
た
。

　

地
元
の
農
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
越
前
谷

さ
ん
は
、
１
９
７
４
年
に
北
海
学
園
大
学

を
卒
業
し
、
寿
都
町
役
場
に
就
職
し
た
。

現
町
長
の
片
岡
氏
は
、
年
齢
は
上
だ
が
職

場
で
は
後
輩
。
保
健
衛
生
課
長
だ
っ
た
同

氏
が
町
長
選
に
初
出
馬
し
た
21
年
前
、
若

手
職
員
の
応
援
団
の
ま
と
め
役
と
し
て
奔

走
し
た
経
験
も
あ
る
。

「
ま
さ
か
彼
が
核
ゴ
ミ
交
付
金
に
手
を
挙

げ
る
と
は
、
自
分
の
頭
の
中
に
は
全
く
な

か
っ
た
。
昔
と
は
全
く
違
う
」

　

一
昨
年
、
寿
都
町
が
最
終
処
分
地
の
選

定
に
向
け
た「
文
献
調
査
」に
応
募
し
た
こ

と
で
、
町
民
の
間
に
分
断
が
持
ち
込
ま
れ

た
。
町
長
選
の
中
で
越
前
谷
さ
ん
は
、「
分

断
の
解
消
」「
住
民
の
肌
感
覚
こ
そ
大
事
」

「
郷
土
愛
」の
３
つ
を
訴
え
た
。

「
そ
れ
は
、
将
来
の
世
代
に
核
の
ゴ
ミ
交

付
金
を
託
し
て
し
ま
う
と
、
町
の
未
来
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
─
─
と

考
え
た
か
ら
で
し
た
」

　

１
９
８
０
年
代
の
寿
都
町
の
人
口
は
５

６
０
０
ほ
ど
。
過
疎
化
が
進
む
中
で
、
商

工
会
青
年
部
が
中
心
に
な
っ
て「
５
６
０

０
人
の
旅
立
ち
」と
銘
打
っ
た
地
域
づ
く

り
活
動
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
。

「
行
政
主
導
で
は
な
く
、
現
状
を
打
破
す

る
た
め
に
若
い
町
民
た
ち
が
頑
張
っ
て
い

た
。
今
、
役
場
に
町
政
を
任
せ
る
風
潮
が

あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ（
地
域
振
興
）を
町
民

の
手
に
取
り
戻
し
、
生
活
し
や
す
く
、
仲

間
が
い
る
町
に
す
る
こ
と
が
分
断
の
解
消

に
つ
な
が
り
ま
す
」（
越
前
谷
さ
ん
）

　

そ
し
て
、
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
従
わ

ず
、
町
民
を
蔑
ろ
に
し
た
町
政
を
変
え
る

た
め
に
も
、
来
年
中
に
実
施
さ
れ
る
見
込

み
の「
概
要
調
査
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
」の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

※

　

今
後
の
講
座
日
程
は
以
下
の
と
お
り
。

　

■
６
月
15
日
：「『
処
分
研
究
』が
進
む

幌
延
の
隣
町
か
ら
」＝
豊
富
町
の「
自
給
の

む
ら
」代
表
の
久
世
薫
嗣
さ
ん
＆
若
手
酪

農
家
の
田
中
真
生
さ
ん

　

■
７
月
20
日
：「
村
を
あ
げ
て
原
発
誘

致
し
た
け
れ
ど
… 

浜
益
の
教
訓
を
次
世

代
へ
」＝
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
番
組
制

作
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
長
岡
伸
一
さ
ん

　

■
８
月
17
日
：「『
最
終
処
分
法
』の
問

題
点
を
探
る
」＝
筆
者

　

■
９
月
21
日
：「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
と
受
益
圏
・
受
苦
圏
」＝
東
洋
大
学

社
会
学
部
准
教
授
の
中
澤
高
師
さ
ん

※「
遊
」の
連
絡
先
：
札
幌
市
中
央
区
南
１

西
５ 
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寿
都
町
長
選
を
戦
っ
た
越
前
谷
氏
が

住
民
同
士
の
分
断
解
消
へ
思
い
語
る

核
ゴ
ミ
処
分
問
題
を
深
堀
り
、
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」が
連
続
講
座


